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・協会職員向け人権関連研修

・ＩＳＯ２０１２１国際認証の取得

・今後のスケジュール

2024年10月17日

２０２５年日本国際博覧会協会
持続可能性部企画課



【実施期間】９月
【対象】 協会職員（幹部、派遣社員含む）
【内容】 基礎編と応用編

各20分のオンライン受講

LGBTQ研修 ビジネスと人権 研修

【実施期間】11月予定
【対象】 協会職員（幹部、派遣社員含む）
【内容】 国際的な人権課題及び運営時の要点等

20分のオンライン受講

協会職員向け：人権関連研修
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「大阪・関西万博における「ユニバーサルサービス」のポイント」 概要

所要時間 約20分

内容 １．万博におけるユニバーサル関連ガイドライン位置づけ ガイドライン、合理的配慮の義務化

２．ユニバーサルサービスガイドラインのポイント 障がい・当事者別の対応ポイント、事例研究
→見た目で判断しない

３．来場者サービス課が検討中のユニバーサルサービス
（施設、サービスツール）

アクセシビリティセンター、迷子・ベビーセン
ター、カームダウン・クールダウンルーム、祈祷
室、他サービスアイテムや、ヘルプマーク、補助
犬の紹介

４．ユニバーサルサービス研修 12月以降を予定

対象 協会全職員

視聴開始 9月24日より

（参考情報）ユニバーサルサービス関連研修



（参考情報）ISO２０１２１国際認証の取得

大型イベントの運営時に、社会・環境・経済面の持続可能性に配慮していることを第三者が証明する国際規格。
2012年のロンドン五輪から始まり、直近のミラノ、ドバイ博覧会でもISO認証の取得が確認されている。
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今後の人権ＤＤスケジュール
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Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

●万博開幕

人権WG 　   ☆第1回 　　　            ☆第2回　　☆第3回

　　　　　　　　     ☆「行動計画第３版公表」

人権方針

教育・研修 　★「ビジネスと人権」外部セミナー             ☆LGBTQ研修

　★「ビジネスと人権」協会職員向けセミナー       ☆「ビジネスと人権」協会職員向けセミナー

              ☆アクセシビリティ研修

負の影響 　　☆協会部局向けアンケート

特定 　　　　　　→追加ヒアリング

　　　　　　　　　　→評価

ステークホルダー 　☆BWI様

エンゲージメント 　☆交運労協様

予防・軽減 リスク高事案から対策を講じる

　　⇔＜有識者とも適宜相談の上＞

救済・是正

　☆グリーバンス窓口設置

2023年度 2024年度 2025年度

人
権
D
D
の
実
施

有識者のご助言を得ながら策定
★承認（第10回持続可能性有識者委員会）

★外部公表

協会内相談窓口、総合コンタクトセンターによる受付・対応
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